
【注意事項】

 当資料には、経営戦略、業績見通し等の将来に関する記述が含まれております。
これらの記述は、当社が現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づいており、リスクや
不確実性を含んでおります。
そのため、実際の結果や業績等は様々な要素により、当資料の記述と大きく異なる可能性が
ございますので、予めご了承ください。

 当資料に含まれている医薬品等（開発中のものを含む）に関する情報は、宣伝広告、
医学的アドバイスを目的としているものではありません。
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• はじめに第2四半期の業績内容についてご説明します。

3



• 業績の概要でございます。
売上高は、前年同期比11.4％減の179億1000万円となりました。
主にロイヤリティーの大幅な減少によるものです。
減収により、5億5700万円の営業損失となりました。
投資有価証券の売却により、当第2四半期の経常利益は第1四半期から改善したものの、
前年同期比77.4％の減益、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、
88.1％の減益となりました。

• 今期については、投資有価証券の売却を引き続き行う予定であり、現時点で業績予想の
変更はございません。
また、グローバル生産体制構築に向けて設備投資を継続的に行っており、現在予定通りに
進行しています。

• セグメント別の売上高、国内・海外売上高比率は右側のグラフに記載しているとおりです。
それでは、業績の詳細についてご説明してまいります。

4



• まず、国内医薬品でございます。
売上高は、関節機能改善剤アルツの増加により、前年同期比8.0％増の58億3200万円と
なりました。
市場環境については、特に大きな変化はございません。

• アルツについて、市場シェアは約8割で引き続きトップシェアを維持しています。
売上高は、出荷タイミングにより、前年同期比で増加となりました。

• オペガン類について、市場シェアは約5割で、こちらもトップシェアを維持しています。
売上高は、単価減の影響により、前年同期比で減少となりました。
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• 次に、海外医薬品です。
売上高は、ジェル・ワン及び中国向けアルツの増加があったものの、スパルツFXの減少により、
前年同期比7.1%減の44億1700万円となりました。
各製品の増減要因は、いずれも出荷タイミングによるものです。

• 市場環境については、特に大きな変化はございません。
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• 医薬品原体・受託製造は、医薬品受託製造の増加により、売上高は前年同期比17.4%増の
18億7900万円となりました。

• ロイヤリティーについては、資料に記載のとおりです。

• 続いて、LAL事業です。
売上高は前年同期比で1.4%減少し、57億7900万円となりました。
引き続き、グルカン測定体外診断用医薬品が好調に推移しましたが、昨年同期と比較して
円高となったことにより、減収となりました。

• 市場環境については、特に大きな変化はございません。
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• 続いて、研究開発活動についてご説明いたします。
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• 現在のパイプラインリストです。
オレンジで囲っておりますSI-449について、本年8月に医療機器製造販売承認の申請を
行いました。
パイプラインについてそれぞれご説明いたします。
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• はじめに、米国で開発中の腰椎椎間板ヘルニア治療剤SI-6603です。

• 本年3月にリリースしたとおり、FDAより審査完了報告通知を受領し、非承認となりましたが、
再申請に向けて、FDAからの指摘事項への対応を行っています。
対応は順調に進んでおり、2026年3月までの再申請を見込んでいます。
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• 続いて、変形性関節症治療剤ジェル・ワンです。
現在、日本で第Ⅲ相臨床試験を実施しています。

• 本年8月に小野薬品工業株式会社と共同開発、販売提携について正式契約を
締結いたしました。
2社協力のもと、早期の承認取得を目指してまいります。
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• 間質性膀胱炎治療剤SI-722につきましては、引き続き今後の開発方針について
検討を進めています。
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• 癒着防止材SI-449です。
本年8月に医療機器製造販売承認の申請を行いました。
現在、承認取得に向け、審査対応および上市に向けた対応を進めています。
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• 最後に、当第2四半期までのトピックスについてご説明します。
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• 中期経営計画でもお示ししているとおり、当社では製造拠点の2拠点化によるグローバル生産
体制の構築に取り組んでいます。
SI-449などの開発品や一部の製品については、海外における生産体制構築に向け、
ダルトン社への設備投資や、製造技術の移転について着々と進めているところです。

• 海外展開の積極的な推進を見据え、引き続きグローバル生産体制の構築に取り組んで
まいります。
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• 説明は以上となります。ご清聴ありがとうございました。
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